
壇
維
の
思
想
史
的
研
究

-

骸
焼
本

の
内
容

に
就

い
て
-

中

川

孝

(
1
)

從
來
行
わ
れ
た
壇
輕
の
研
究
中
、
最
も
教
え
ら
れ
る
所
多
き
は
、
鈴
木
博
士

(
2
)

と
宇
井
博
士
の
研
究
で
あ
る
。
然
る
に
爾
研
究
で
は
壇
経
の
見
方
に
就
き
相
違

す
る
所
あ
り
、
何
れ
が
正
し
い
か
容
易
に
到
箇
が
つ
き
象
る
の
で
あ
る
。
鈴
木

博
士
は

「壇
輕
は
傳
授
本
と
な
る
事
」
と
い
う
項
の
下
に
、
「壇
経
が
傳
授
本

で
あ
つ
た
事
は
疑
う
飴
地
が
な
い
と
思
う
」
と
い
わ
れ
、
宇
井
博
士
は

「壇
纏

は
元
來
、
大
梵
寺
読
法
の
集
記
せ
ら
れ
た
も
の
が
主
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
つ

て

性
質
上
何
等
傳
授
稟
承
の
も
の
と
な
す
べ
き
で
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い

る
。
爾
読
の
矛
盾
は
何
に
起
因
す
る
か
。

こ
れ
を
知
る
に
は
、
壇
経
が
今
日
の
緻
燵
本
の
如
き
形
と
な
つ
た
過
程
、
及

び
全
騰
の
構
造
を
調
べ
、
其
中
か
ら
正
し
い
資
料
を
見
出
し
て
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
其
爲
に
矢
吹
博
士
の
出
版
さ
れ
た
鳴
沙
飴
韻
中
の
壇

(
3
)

経
、
印
ち
緻
燵
本
を
、
村
山
本
及
び
大
乗
寺
本
と
蜀
校
し
て
内
容
を
槍
討
し

た
。

一

序

文
に
法
海

の
い
う
所
に
よ
る
と
、

壇
輕

は
、

詔
州
大
梵
寺

に
於
け
る

六
組

恵
能
大
師

の
読
法
を
示
す

も

の
で
、
「
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
法

と
、
授
戒

の
次
第

と
を
記
し
た
も

の
」
と

い
わ
れ

て
ゐ
る
。

此
指

示
に
よ
り
現
本
を
見

て
行

く
爲

に
は
、
形
式

・
内
容

の
爾
面
よ
り
、

左

の
四
勲

に
重
鮎
を

お
き
槍
討
す

べ
き

で

あ
る

と
考
え
る
。
印

ち
形
式

上
か
ら
は
、
全
膿

の
分
量
と
文
脈
の
混
観
、

内
容

か
ら
は
、
思
想

の
混
入
と
編
纂

の
意
圖

と
い
う
黙

で
あ
る
。

第

一
段
の
全
謄

の
分
量
と
は
、
轍
燵

本
の
全
盟
、
即

ち
鈴
木
博

士
の
匿

分
に

よ
る
五
十
七
節
全
部
を
指
す
。

現
本
に
は
古
文
獄

の
常
と
し

て
、
年
月
日
も

日

程

も
な

い
爲
に
、

何
日
間

の
読
法
授
戒

で
あ

つ
た
か
明
ら
か

で
な

い
。
然
し
序

に

「其

時
座
下
僧
尼
道
俗

一
鹸
萬
入

」
と
あ

り
、

一
周
限
り

の
事
ら
し
く
見
え

る
。
其

他
全
文
中
何
慮
に
も

二
日
以
上
に
亙
り
し
如
き
記
事
が
な

い
。
故

に
骸

燵

本
に
日
程

の
記
載
な
き
は
、

一
日
限
り

の
集
會
な
り
し
爲
と
思
わ
れ
る
。

徳

異
本
、
宗
寳
本

に
日
を
異

に
せ
る
箇
所
も
、
村

山
本
、
大
乗
寺
本
は

「
爾
時
章

使
君
云

々
」
と
同
日
の
事

と

し

て

い
る
。

殊

に
村

山
本
、
大
乗
寺
本
は
序
に

「
大
師
是

日
読
頓
教
法

云

々
」

の
如
く
、

是
日
と
限

つ
て

い
る
。
故

に
緻

燵
本

に

日
程

の
記
載
な
き
も
、

一
日
と
限
る
事
が
壇
経

の
特
色

と
考

え
ら
れ
る
。

從

つ
て
第

一
段
の
結
論
は
、

「
原
始
壇
輕
は
、

法
海
が
、

大
梵
寺

に

於

て
或

一
日
行
わ
れ
た
六
租

の
読
摩
詞
般
若
波
羅

蜜
法
並
び
に
授
戒

を
、
記
載
せ
る
も

の
」
と
い
う
事

に
な
る
。

右

の
結
論

に
よ
る
と
、

現
本
に
は
そ
れ
以
外

の
資
料

を
含
み
、
分
量
も

一
日
の
読
法
授
戒

で
は
終

了
出
來

ぬ
程
に

多

く

な

つ

て

い

る
。

そ
こ
で
大
梵

寺
読

法
以
外

の
記
事

は
、
凡

て
原
始
壇
経
以
後

に
、

何
人

か

に
よ
り
附

加
さ
れ
た
も

の
と
見

る
べ
き

で
あ

ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

壇
纒

の
思
想

史
的
研
究
 
(
中

川
)

-281-



壇
経

の
思
想
史
的
硯
究
 
(
中

川
)

次

に
此
附
加
さ
れ
た
資
料
と
原
始
壇
経
と
を
、

現
本
の
中

で
庭
別
し
よ
う

と

す

る
時
、

第

二
段

の
文
脈

の
混
謝
と

い
ふ
問
題

が
起
き
る
。

二

現
在
の
徽
燵
本
は
、
第
二
十
節
室
る
二
十
三
節
迄
に
授
戒
、
第
二
十
四
節
至

る
三
十
節
迄
に
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
法
の
読
法
を
載
せ
て
い
る
。
印
ち
序
に
い
う

般
若
法
の
読
法
が
漸
く
第
二
十
四
節
か
ら
始
ま
り
、
其
前
に
他
の
資
料
が
入

り
、
授
戒
が
反
甥
に
先
に
行
わ
れ
た
事
と
さ
れ
、
法
海
の
い
う
所
と
違
つ
て
い

る
。
然
も
原
文
に
當
る
と
次
の
如
き
混
鐵
が
獲
見
さ
れ
る
。
即
ち
本
文
の
始

(第
二
節
)
に
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
法
の
読
か
れ
る
前
に
、
六
租
は
次
の
如
く
聴

衆
に
呼
び
か
け
、
法
を
聴
く
心
構
え
を
示
し
て
い
る
。
「能
大
師
言
。
善
知
識
。

浮
心
念
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
法
。
大
師
不
語
。
自
心
浮
神
。
」
と
い
う
書
出
し
で

あ
る
。
こ
れ
は
現
本
で
は
家
に

「良
久
乃
日
」
と
し
て
自
叙
傳
に
綾
い
て
い

る
。
然
し
此
書
出
し
は
、
第
二
十
四
節
の
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
法
の
読
法
に
、
本

來
な
ら
ば
績
く
べ
き
で
あ
る
。
二
十
四
節
に

「善
知
識
。
錐
念
不
解
。
恵
能
與

読
。
各
各
聴
。
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
者
。
西
國
梵
語
。
云
々
」
と
あ
る
の
が
そ
れ

で
あ
る
。
現
本
で
は
此
間
に
他
の
資
料
が
入
り
、
一
見
匿
別
し
難
き
も
、
通
讃

す
る
と
、
文
賑
も
意
味
も
明
ら
か
に
此
塵
に
綾
く
事
が
知
ら
れ
る
。
但
し
こ
れ

が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
の
は
、
原
文
を
改
窟
せ
ざ
る
骸
燵
本
の
み
で
、
村
山
本

等
は
そ
れ
ぞ
れ
此
箇
所
を
書
改
め
て
い
る
爲
に
、
此
事
實
が
不
明
と
な
つ
た
の

で
あ
る
。
後
の
諸
本
が
原
文
を
改
め
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
貼
は
、
法
海
の
集

記
し
た
壇
経
と
、
現
本
と
を
、
全
然
同

一
の
も
の
と
見
倣
し
た
爲
で
あ
ろ
う
。

從
つ
て
現
本
に
、
授
戒
の
終
了
後

「摩
詞
般
若
波
羅
蜜
法
を
読
か
ん
」
と
い
い

其
虚
に
突
然

「念
ず
と
い
ふ
も
解
ら
ざ
ら
ん
」
と
い
う
言
葉
が
績
く
事
は
理
解

し
難
い
事
で
、
何
か
の
誤
と
考
え
た
爲
と
思
わ
れ
る
。

而
し
て
改
め
る
材
料
と
し
て
、
後
に
出
る

「
口
に
念
ず
」
と
い
ふ
言
葉
を
と

り
、
激
燵

本
に

「
錐
念
」
と
あ

る
句

を
次

の
如

く
敷

衛
し
て
い
る
。
村

山
本
で

は

「
世
人
終
日
口
念
。

不
識

自
性
。

猶
如
諦

食
不
飽
。

口
但
読
塞
。
萬

劫
不
得

見
性
。

終
無
有
益
」
と

い
い
、
天

乗
寺
本
も
大
盟
同
檬
に
改

め
て
い
る
。

然
る

に
、

第

二
節

の
獲
端

で
は
、
般

若
法

の
読
法
に
入
る
前

に
、
「
先
づ
心
を
浮
め
、

摩
詞
般
若
波
羅
蜜

法
を
念
ぜ
よ
」
と

い
い
、
六
組
も
大
衆

と
同
様
、

静
か
に
心

中

で
念
じ

て
い
た
事
は
、

諸
本
等
し
く
記
す
る
所

で
あ
る
。
緻
燵
本

二
十
四
節

は

そ
れ
を
う
け
、
「
心
に
念
ず
と

い
う
も
、

意
味
を
解
せ
ず
し
て
は
不

可

な

る

故
、

こ
れ
よ
り
読
明
せ
ん
」
と

い
う
明
快
な
叙
述

で
あ

る
。
然

る

に

諸
本
は

「
念
」
を

「
口
念
」

に
改
め

「
世
人
は
理
窟
は
達
者
に

口
で
い
う

が
、
本
當

の

事
は
知
ら

ぬ
」
と
い
う
、

原
文
と
全
然
異
る
も

の

と

し

て

い
る
。

其
上

「
口

念

」
と
い
ふ
語
は
、
緻
燵
本

で
は
摩
詞
般
若
波
羅

蜜
法

の
意

味

を

説

い

た

後

(
4
)

に
、
始
め

て
出
る
も

の
で
あ
る
。

二
十
四
節

に

「
此
法
須
行
。

不
在

口
念
。

口

念
不
行
。

如
幻
如
化
。
」
と
あ
る

の
が
そ
れ

で
あ
る
。

意
昧
か
ら

見

て

も

「
此

法
は
云

々
」
と
注
意
事
項
を
読
く
爲

に
は
、

順
序
と
し

て
其
前

に
、
「
此
法
」

に
當

る
も

の
の
意
味
が
読
か
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
筈
で
あ

る
。
諸
本

に
い

う
如

く
、
意
味
が
読
か
れ
る
前
に
、

既

に
聴
衆
が
理
窟
は
解

つ
て

い
る

と
し

て

「
各
自
が
口
で
塞
を
読
く
如
く

口
念

し
て
い
る
」
と

い
う
は
、

文

の
蓮
び

と
し

て
矛
盾

で
あ
る
。
故

に
諸

本
に

「
念

」
を

「
口
念
」

と
改
む

る

は
誤

り

で
あ

り
、
撤
煙

本
が
明
瞭

に
書

分
て
い
る
如

く
、
初

の

「
念
」
と
後

の

「
口
念

」
と

は
意
味

の
異
る
も

の
で
、
第

二
十
四
節

の

「
念
ず
」

と
い
う
文
字
は
、
第

二
節

の

「
心
を
漂

め
て
念
ぜ
よ
」

と

い
う
言
葉
を
う
け
、

此
虚

か
ら
接
綾
す

る
も

の

で
あ
る
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
緻
焼

本
は
、
間

に
挿
ん
だ
資
料

の
關

係
で

文

の
順
序
は
移
動
す
る
も
、
原

文
を
奪
重

し
、
少

し
も
改

め
て
い
な

い
事

は
、

編
者

が
斯
文
に
封
し
、

敬
慶

な
態
度

で
終
始
し
た
事

を
示
す

と
共
に
、

緻
燥

本

が
文
獄
と
し
て
大
な
る
償
値

を
持

つ
も

の
な

る
事

を
謹
明
す
る
。

-282-



文
献
上
次
に
問
題
と
な
る
貼
は
、
授
戒

(
二
十
節
至
二
十
三
節
)
と
読
摩
詞

般
若
波
羅
蜜
法

(
二
十
四
節
至
三
十
節
)
と
が
、
序
に
い
う
と
反
樹
に
、
前
後

せ
る
事
で
あ
る
。
然
る
に
こ
れ
が
、
後
の
改
編
に
よ
る
事
を
詮
す
る

一
つ
の
資

料
が
あ
る
。
そ
れ
は
編
者
が
新
ら
し
く
加
え
た
六
組
の
垂
示

(第
十
三
節
至
十

九
伸即
)
の
後
に

「維
摩
経
云
。
」即
時
諮
然
。
還
得
本
心
。
菩
薩
戒
経
云
。
我
本

元
自
性
清
浮
。
善
知
識
。
見
自
性
自
浮
。
自
修
自
作
。
自
性
法
身
。
自
行
佛
行
。

自
作
自
成
佛
道
」
と
い
う
文
が
あ
る
。
初
の
維
摩
経
は
、
も
と
摩
詞
般
若
波
羅

蜜
法
の
読
法
の
絡
り
に
附
せ
ら
れ
、
其
絡
結
を
告
げ
る
結
論
で
あ
り
、
次
の
菩

薩
戒
経
は
、
つ
い
で
読
く
授
戒
を
導
き
出
す
前
提
の
役
を
果
せ
る
有
意
義
な
経

文
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
現
本
で
は
、
こ
れ
が
六
祀
の
垂
示
の
後
に
附

せ
ら
れ
、
他
方
摩
詞
般
・若
波
羅
密
法
を
読
い
た
後
の
章

(第
三
十
節
)
に

「菩

薩
戒
経
云
。
我
本
元
自
性
濡
澤
。
識
心
見
性
。
自
成
佛
道
。
維
摩
経
云
。
印
時

諮
然
。
還
得
本
心
」
な
る
同
文
の
記
事
が
あ
る
。
文
を
比
較
す
る
に
前
者
が
古
'

く
、
後
者
は
前
者
の
模
作
の
如
く
で
あ
る
。
恐
ら
ぐ
編
者
が
、
摩
詞
般
若
波
羅

蜜
法
の
読
法
は
、
暉
家

一
般
に
通
ず
る
読
故
後
方
に
移
し
、
垂
示
の
語
録
は
、

六
祀
の
法
が
他
の
暉
者
の
群
を
抜
く
事
を
示
す
も
の
故
、
先
に
配
置
し
、
讃
者

の
注
意
を
惹
こ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
然
し
原
始
壇
経
に
あ
つ
た
輕
文

の
引
用
は
、
元
の
儘
の
慮
に
を
き
、
新
編
入
の
六
租
の
垂
示
も
、
思
想
と
し
て

は
大
梵
寺
読
法
と
同
檬
深
い
内
容
を
持
つ
も
の
故
、
原
の
引
用
維
摩
経
を
其
儘

右
の
垂
示
の
結
論
と
し
、
叉
菩
薩
戒
経
は
、
次
に
來
る
授
戒
の
読
法
を
起
す
前

驕
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
其
爲
に
、
後
方
に
移
し
た
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
法

の
説
法
の
後
に
は
、
始
め
に
授
戒
の
結
論
と
し
て
菩
薩
戒
輕
を
引
き
、
終
り
に

般
若
法
の
結
論
と
し
て
維
摩
経
を
引
い
て
結
末
と
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、

元
來
は
、
現
在
垂
示
の
結
末
と
な
つ
て
い
る
二
つ
の
経
文
を
引
く
章
句
が
、
原

始
壇
経
の
読
摩
前
般
若
波
羅
蜜
法
の
終
り
に
つ
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
此
場
合
も
、
編
者
は
、
文
を
移
動
す
る
の
み
で
、
原
文
を
少
し
も
損
わ

ず
、
能
う
限
り
原
形
を
残
す
様
苦
心
し
た
跡
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

第
三
段
に
、
思
想
の
上
か
ら
原
始
壇
経
を
見
る
に
、
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
法
と

授
戒
と
を
読
く
も
の
以
外
は
、
凡
て
大
梵
寺
読
法
に
非
ざ
る
資
料
と
見
て
よ
い

と
思
わ
れ
る
。
故
に
初
の
自
叙
傳

(第
二
節
至
十

一節
)
垂
示
の
語
録

(第
十

三
節
至
十
九
節
)
六
租
の
説
示
及
頚

(第
三
十

一
節
至
三
十
三
節
)
は
、
そ
れ

ぞ
れ
傳
記
又
は
垂
示
の
語
で
、
其
翼
機
と
み
ら
れ
る
人
は
六
祀
門
弟
で
あ
り
、

殊
に
十
三
節
以
下
の
語
録
は
、
六
租
の
思
想
が
勝
れ
て
い
て
、
他
の
暉
者
の
如

き
誤
が
な
い
事
を
読
く
も
の
で
、
大
梵
寺
読
法
と
關
係
が
な
い
。
次
に
授
戒
終

了
後
、
居
士
の
爲
に
読
い
た
六
租
め
法
話

(第
三
十
四
節
至
三
十
六
節
)
中
、

西
方
往
生
読
、
在
家
修
行
読
は
、
原
始
壇
経
に
も
附
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
其
他
第
三
十
七
節
以
下
は
、
凡
て
編
者
改
編
の
時
附
加
し
た
も
の
、

或
は
其
後
、
後
人
に
よ
り
増
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四

第
四
段
に
、
原
始
壇
経
を
改
編
し
た
編
者
及
其
意
圖
が
問
題
と
な
る
。
壇
経

を
通
讃
す
る
と
文
中
紳
會
暉
師
の
名
が
屡
々
見
え
、
且
、
章
庭
厚
の

「興
福
寺

内
道
場
供
奉
大
徳
大
義
輝
師
碑
銘
」
中
に
・「秦
者
日
秀
。
以
方
便
顯
。
普
寂
其

允
也
。
洛
者
日
會
。
得
総
持
之
印
。
猫
曜
榮
珠
。
習
徒
迷
眞
。
橘
枳
攣
豊
。
寛

成
壇
経
。
傳
宗
優
劣
詳
 
云
々
」
と
い
い
、
夙
に
神
會
読
が
あ
つ
た
事
等
か
ら

推
し
て
、
神
會
暉
師
が
其
人
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
中
國

の
羅
香
林
氏
は
、
其
著

「唐
代
文
化
史
研
究
」
の
中
で
、
壇
経
の
著
者
は
法
海

で
あ
る
と
し
て
、
大
約
次
の
如
く
読
い
て
い
る
。
「胡
適
先
生
は
、
現
本
の
中

(
5
)

に
六
租
入
滅
の
際
に
豫
言
が
あ
り
、
此
豫
言
は
、
六
租
示
寂
後
、
神
會
が
滑
毫

に
於
て
宗
旨
を
定
め
た
事
と
一
致
す
る
。
具
章
慮
厚
の
碑
銘
に
、
神
會
が
壇
輕

壇
輕

の
思
想
史
的
硯
究
 
(
中

川
)
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壇
経

の
思
想
史
的
研
究
 
(
中

川
)

を
成
す

と
い
う
記
事
が
あ
り
、

叉
壇
経
中
多
歎

の
記
事

が
神
會
語
録
と

一
致
す

る
故

に
、
壇
経
は
神

會

の
作

で
あ

る
と
い
つ
て
い
る
。
然

し
自
分
は
、
壇
経

の

雀
端

に
法
海
集
記
と
明
署
あ
り
、
具
序
や
巻
末

の
記
事

に
よ
り
、
又
荷
澤
門
中

唯

一
の
高
檜
に
し
て
神
會
を
雛
述

せ
る
宗
密
暉
師

が
未
だ
嘗

て
神
會
作
な
る
事

を
論

及
せ
ざ
る
に
よ
り
、
壇
経
は
法
海
集
記
と
認

め
る
」

と
述

べ
て
い
る
。
右

の
爾
読
に
は
各
各

一
理
あ

る
も
、

上
來
述

べ
た
る
如

く
、
始

め
法
海
が
大
梵
寺

読
法
を
記
し
て
原
始
壇
輕

と
せ
る
も

の
を
、
神
會

が
現
本

の
如
く
改
編

し
た
と

見
る

の
が
正
し

い
見
方
と
考
え
る
。
神
會
は
何
故
壇
経
を
改
編
し
た
か
。
之
に

答
う
る
資

料
は
、
序

の
終
り
に
附
せ
ら
れ
た

「
承
此
宗
旨
。
涯
相
傳
授
。
有
所

依
約
」
と

い
う
語
、
「
無
壇
経
稟
承
。
非
南
宗
弟
子
也

云
々
」
(
第
三
十
八
節

)

「
遽
相
教
授

一
雀
壇
鰹
。
不
失
本
宗

云

々
」
(
第
四
十
七
節

)
ど

い
う

語

の
明

示
す
る
如
く
、
壇
経
を
南
宗

の
擦
.所
と
し
て
傳
授

せ
よ
と

い
ふ
事

で
、

こ
れ
が

神
會
改
編

の
目
的

で
あ

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
改
編
に
當
り
、
神
會
は
六
租

の

自
傳
を
初

め
に
出
し
、
六
組
嗣
法

の
歴
史
的
事
實

を
謹
明
し
、
次

に
垂
示
を
掲

げ
て
南
宗

の
優
れ
た
所
以
を
北
宗

と
比
較
し

て
い
る
。
次

に
授
戒

と
般

若
法

の

説
法
と
を
載
せ
、
記
事

の
配
列

か
ら
見

る
と
、
壇
纏

の
主
眼
鮎

は
、
む

し
ろ
初

め

の
二
篇
に
お
か
れ
て

い
る
如

く
で
あ
る
。
然
し
内
容

か
ら
見
る

と
、
般
若

法

を
読

い
た
部
分
は
堂

々
た
る
長
文

で
あ
り
、
六
租

の
思
想

が
蓋

さ
れ
て
い
て
、

淳
朴
な
大
梵
寺

読
法
の
光
景
が
よ
く
霊
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
比
べ
、
其
前

に

加
え
ら

れ
た
六
租

の
垂
示
に
は
、
往

々
神
秀
派
の
思
想

の
弱
黙
が
読
か
れ
、
大

梵
寺
読
法
に
比
し
、
時
代

の
推
移
を
示
す
所
が
見

え
る
檬

で
あ
る
。
神
會
暉
師

は
、
紳
秀
派
の
思
想

の
不
備
な
黙

を
、
若
し
其
儘
黙
認
す
る
な
ら
ば
、
世
人
を

誤

り
道
を
障
げ
る
因
縁
に
な
る
と
六
組
が
常

に
戒
め
ら
れ
た
と
述
べ
て

い
る
が

こ
れ
は
神
會
が
輩

に
北
宗
排
撃

の
爲
に
言
う

の
で
な
く
、
何
れ
も

道

の
上
か
ら

之
を
憂

え
た
六
租

の
思
想
を
縫

い
で
言

つ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
神
會
は
原
始
壇
経
を

本
と
し
、

こ
れ
に
彼

が
卒
素

六
租

か
ら
親

受
し
た
法
門
を
追
録

し
、
歴
史
的
事
實

の
上
か
ら
も
、
法
理

の
上
か
ら
も

、
正

し
い
暉
門

の
在
り
方
を

示
し
、
人

々
の
思
想

の
擦
虚

と
な

る
も

の
を
、
文
獄

の

形
と
し
て
永

く
後
世

に
傳

え
度

い
と
願

つ
た
も

の
が
、
壇

経
編
成

の
意
圖

で
あ

つ
た
と
考
え
る

の
で
あ

る
。

以
上

の
過
程
を
振
返

つ
て
み
る
時
、
初
め

の

「
壇
経

は
傳
授
本
な
り
」

と
す

る
読
と
、
「
傳
授
本

に
非
ず
」
と
す
る
読
と

の
食
違

い

の
原
因

は
、
胡
適
氏
と

羅

香
林
氏

の
論
孚

の
場
合
と
同
檬
、
楯

の

一
面
の
み
を
見
よ
う
と
し
た
所

に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
故
に
法
海
が
最

初
、
大
梵
寺
読

法
を
章
擦

の
請
に
よ
り
記
録

し
た
時

に
は
、
何
等
傳
授
本
に
す
る
等

の
意
志

は
な

か
つ
た

の
で
あ
る
。
然
る

に
其
後
神
會
は
、
北
宗

の
教
読

の
中
に
暉
旨
を
誤
る
節

が
あ
り
、
又
彼

等
が
妄

(
6
)

り
に
六
租

で
あ
る
と
か
七
魍
で
あ
る
等
、
名

乗
る
事
は

不
當

で
あ
る
と
し
、
其

次
第
を

文
献

に
示
さ
ん
が
爲

に
、
法
海

の
壇
輕
を
増
補
改
編
し
、
南

宗

の
傳
授

本
に
仕
立

て
た

の
で
あ
る
。
故

に
南

北
宗

の
野
立
煮
識

の
盛
な
り
し
期
間
中
に

は
、
南
宗

一
部

の
入

々
の
間
に
書

爲
傳
授

さ
れ
、
其
間
紳
會

の
意
圖
を
縫
が
ん

と
す

る
後
徒

の
手
に
よ
り
色

々
な

増
加
も
行
わ

れ
た

の
が
、
轍
益燵

本
壇
経
成
立

の
過
程

で
あ

つ
た
と
考

え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

1

輝
宗
史
研
究
第

二
。

2

第

二
渾
宗
史
研
究
。

3

村
山
蓮
榮
氏

蒼
藏
宋
本

五
山
覆
刻
初
刷
本
。

4

鳴
沙
飴
南
爲
本

に
不
在

口
に
作
る
。

 
村
山
本

に
不
在

口
念
に
作

る
。

大
乗
寺
本

に
不
在

口
論
に
作
る
。
今

は
村
山

本

に
從
う
。

5

紳

會
語
録
第

二
残
巻

「
於
開
元
廿

二
年
正
月
十

五
目
、

左
滑
壷
大
雲
寺

、
設
無
遮
大
會
、

爲
天
下
學
道
者

説
」
。

6

李
琶

大
照
輝
師
塔

銘

「
謳
門
人
日
、

吾
受
託
先
師
、
傳

鼓

密

印
、
遠

自

遽

摩

菩

薩
、
導
於
可
、

可
進
於
環
、
鍾
於
信
、
信
傳

於
忍
、

忽
授
於

大
通
、
大
通
賄

於
吾
、

今
七
葉
夷
」
。
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